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過疎の中で



高校統廃合は高校配置計画で決定



道内の公立高校の数



これからの高校教育の指針
望ましい規模ではない規模を
1学年４～８学級として、3学級以下の
学校を統廃合対象とし、学級数を調整。





近年統合された学校（2017年共和・滝上・新得 募集停止

以降は2023留辺蘂高校のみ）



新しい指針が策定中 方針は変わらず



統廃合を進めても増える小規模校



小規模校を地域連携特例校として維持







寿都高校

蘭越高校

喜茂別高校
ニセコ高校

真狩高校
真狩高校

倶知安高校



再編を留保する形を取る



鳴り物入りの遠隔配信授業が本格実施



通信制高校のある
有朋高校に配信教
室を設置し、27校
へ授業を配信







具体的には
•地域連携特例校の主要教科を習熟度別にし、進学希望の生徒は
配信授業

•夏休み、冬休みの講習を配信授業（複数校同時配信も）

•担当教員がいない教科（書道・家庭科）などを配信授業

•授業も複数校同時配信を模索

⇒配信側のメリット：負担軽減、人件費削減

○行事などに制限が出てくる。



現在の保護者の声



高教組の遠隔配信授業に対する不満の声

•受信側の補助教員の負担が大きい

•時間割が固定される

• 3年間教科担任を持てる小さな学校なのに担当できない生徒が
いるのはデメリットだと感じる

•人件費削減、教員不足の切り札になる可能性

•民間参入の危険性



「定員割れ＝魅力の無い」学校に押しつ
けられる魅力化施策

•「高校オープンプロジェクト」

•「北海道CLASSプロジェクト」

• 24校にコミュニティスクール導入

すでに少人数学級によるきめ細かい教育と
いう最高の魅力がある

業務が増えるだけ



道教委の「指針」にどう対抗する？
•高教組として

地域別検討協議会への参加

道教委交渉

声明

全国教育署名

•地域の動き

市町村教委が道教委にすり寄る

地域別検討協議会に首長を出席させる

PTAが反対運動





論点は？

・望ましい規模４～８学級の根拠は？

・大規模校は感染症にも信頼関係づくりにもマイナス

・「魅力ある学校」＝「選ばれる学校」はウソ

・教員がヘトヘトの「魅力化」など論外

・教員増、少人数学級こそが教育の希望



少人数学級は小規模校ほど実現



地域は？

・美幌町長 意見を聞くと言うより、答えておわりだというのがおかしい。

・北見市長

留辺蘂高校募集停止が1年留保された。保護者アンケートを3月に提出し
た。生徒と教職員が一丸となり魅力ある学校づくりで一丸になっている。E
スポーツ。トランポリン。生き生き。道教委がめざす姿が実現していることを
実感している。市にとっては大きな損失である。最終正式決定に当たっては
成果を十分に取り入れる。以上を要望する、機械的な学級削減をやめ、慎重
に。1学級の現状に合わない高校づくりの指針の見直しの必要があることを
指摘させて頂く。指針作りをせよ。

• 釧路市長

教育政策があって子どもがあるのではなく、子どもの希望があって教育
政策があるべきではないか。教育現場に財政問題を持ち込んではいけない





ありがとうございました


